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なか頭脳的なプレーだったと慰めてく
れました．大学で，剣道部ではなく合
気道部に入ったのは，東大合気道部は
鹿
かしましんりゅう

島神流を重視していて，実に魅力的
だったからです．とくに個人的には，
杖術が一番好きでした．杖は長さがあ

るので遠間から攻撃できるとともに，
懐に入られた場合は手元の逆の端で対
処可能という二面性をもちます．また，
体術も剣道のつば競り合いに役立つの
ではないかとひそかに思っていて，学
部卒業後に大学院に進んでからは工学
部の丁友会剣道部に入って剣道にもど
りました．まあ，元来武道が好きなだ
けで運動能力が高いわけではないので，
あまり上達はしませんでしたが…．
片や，男声合唱との出合いは武道よ

りもずっと前です．父が当時北九州市
にあった男声合唱のノーヴェン・ラウ

ルス合唱団の指揮者をしており，なん
とわが家が練習場だったので，物心つ
く前から男声合唱の重厚で美しい響き
に包まれて過ごすという幸運に恵まれ
ました．高校は男子校でグリークラブ
があったので，剣道部とともにこちら
にも入りました（当時からすでに二股
だったのですね）．高校の男声合唱団
はあまりないので，毎年九州大会に進
むことができて，みんなで遠征して楽
しい思い出となりました．
武道と合唱は，個人競技と集団演奏

というある意味対極的なところがあり
ます．直接関係するわけではありませ
んが，筆者が専門の複雑系の数理解析
も，個と全体の両方，そしてそのあい
だの関係性を考える必要があるので，
どこかでつながっているような気もし
ます．
この齢になると，木刀の素振りをし

たり友人と時どきコーラスをしたりす
る程度になってしまいましたが，やは
り武道と男声合唱が人生の通奏低音に
なっているように思います．そして，
何よりもうれしいのは，合気道部，コー
ルアカデミー，丁友会剣道部の三つの
クラブの友人，さらには先輩，後輩に
も恵まれて，今でも多くの出会いがあ
ることです．趣味に時間を割き過ぎて，
肝心の学問が若いときにややおろそか
になったきらいはありますが，後悔の
念は全然なく，もう一度大学生にもど
れたら，ぜひ 1日交替をもっと長く
続けてみたいと思っています．

大学 1年生は，自己管理できる時
間が増えて，基礎的勉学にとっ

ても趣味にとってもきわめて重要な時
期だと思います．筆者の場合，ある意
味このタイミングでつまずいたところ
があります．入りたいクラブが多すぎ
て，悩みに悩んだ末に東大運動会合気
道部と東大音楽部コールアカデミー
（東大唯一の男声合唱団）の両方に入る
という愚挙にでてしまいました．
夜の稽古や練習は曜日がずれていて
なんとかなったのですが，問題は昼休
みでした．合気道部は毎日第 3体育館
で稽古があり，コールアカデミーは毎
日時計台下で練習があります．やむを
えず，1日交替で両方にでていたので
すが，1年間やってみて，これではど
ちらも中途半端になるなと思いました．
そこで再び悩みに悩んで，コールアカ
デミーを 1年間で退部し，合気道部だ
けに絞りました．
武道との出合いは，小学校のときに
始めた剣道です．子どものころから
チャンバラが大好きだったので，最初
の足さばきの稽古すらとても楽しかっ
たのを覚えています．中学，高校と剣
道を続けましたが，高校は鹿児島に
行ったので，まるで示

じげんりゅう

現流のような強
烈な面打ちをする猛者の先輩がいて感
動しました．鹿児島は剣道がさかんで
レベルが高く，高校 1年生春の大会で
最初に対戦した相手は，その年の全国
個人戦2位になった3年生でした．あっ
という間に負けましたが，筆者をなか
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武道と男声合唱のはざまで
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